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本県の「外国人患者を受け入れる拠点的な医療機関」の選定手順等

・医療機関、医師会、県歯科医師会、薬剤師会、消防機関、観光・宿泊事業関係者、多文化共生団
体、行政等を構成員とし協議（医療審議会に関係者を加える予定）。

・二次医療圏ごとに選定する医療機関については、保健所単位の「地域医療構想調整会議」の場を
活用して協議。

○協議体の設置

※1 外国人患者で入院を要する救急患者に対応可能な医療機関の要件は、○都道府県で1カ所以上、○二次以上の救急医療機関、○多言語で
の対応が可能な医療機関。

①「外国人患者で入院を要する救急患者に対応可能な医療機関※1」の選定
②「外国人患者を受入可能な医療機関※2 」の選定
③その他、外国人患者を受け入れるにあたっての課題や対応 等

6月 ・関係団体への説明、協議体の設置
・外国人患者受入拠点施設としての医療機関に対する意向確認（現状の体制把握含む）

8月 ・意向結果等を踏まえ、地域医療構想調整会議で協議
9月 ・協議体で選定医療機関を選定※3

⇒2020年以降は、外国人受入れ実績や課題を確認し、新たな指定など必要に応じて見直し

○スケジュール

○協議事項

※2 外国人患者を受入可能な医療機関の要件は、○全ての二次医療圏で1カ所以上、○二次以上の救急医療機関、○診療科目や診療時間は特
に設けない、○多言語での対応が可能な医療機関。

※3 外国人患者を受入可能な医療機関については、ラクビ―ワールドカップやオリンピック・パラリンピック開催地や訪日外国人・在留日本人
が多い地域は令和元年5月31日までに、その他は令和元年9月30日までに選定することとなっている。 4



医療機関における外国人患者の受入れに
かかる実態
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本県の市町別国籍別外国人住民数

市町別外国人住民数

※住民基本台帳上の外国人住民数（平成30年12月末現在）
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（速報値）

観光目的 ビジネス目的

対前年比

16.0％増

福井県内の外国人宿泊者数の推移

対前年比
10.4％減対前年比

85.3％増

対前年比
3.3％増

対前年比
71.5％増

（人泊）

○２０１８年は外国人宿泊者数が７．９万人（速報値）と過去最高
○特に観光目的の宿泊者数が増加（２０１２年比約２．９倍）

出典 観光庁 宿泊旅行統計調査
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本県の外国人患者受入れにかかる調査の結果概要（県内病院への調査 H30.10の1か月分の状況）

あり, 21

あり, 10

なし, 7

なし, 18

未回答, 12 未回答, 12

0

5

10

15

20

25

外来 入院

あり なし 未回答

0～19人, 12

20～49人, 3

50～99人, 1

100人～, 2

0～19 20～49 50～99 100～

外国人患者の受入れの有無 n=40 単位:施設数 外国人患者1医療機関の受入れ数 n=18 単位:施設数

ブラジル, 240

中国, 58

フィリピン, 56

ベトナム, 21

アメリカ, 15

韓国, 9

その他, 134

国別の患者数 n=533 単位：人

1

27

12

0

5

10

15

20

25

30

あり なし 未回答

未収金の有無 n=40 単位：施設数

福坂14 奥越1
丹南5 嶺南1

福坂5 奥越1
丹南3 嶺南1

※厚生労働省「医療機関における外国人患者の受入に係る実態調査」（平成30年10月）から集計 12


